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の
誤
な
る

v
j

等
し 

生
活
雛
の
救
濟
を
一
に
物
價
の
引
下
に 

料
ふ
一
激

^

級
の
生

©

«

は
所
#
分
配 

，所
得
は
早
晩
物
惯
の
平
準
に
歸
向
す
る 

は
一
部
の
所
得
の
比
較
的
坩
加

!>

不
權
衡
は
多
少

.0
歲
月
を
經
過 

-L
と
す
る
も
自
ら
平
衡
狀
«
に 

復
歸
す
る
に
於
て
は
假
令
ひ
一 

一
般
生
活
の
難
易
に
は
何
等
の 

る
も
一
般
の
所
得
亦
均
等
に
ニ 

可
3

が
如
し
。
問
題
は
物
®
變 

に
あ
れ
變
動
の
續
か
ん
限 

於
て
は
當
然
免
れ
得
可
ら
ざ
る

第
十
三
泡

(

九五七

)

繭

E

所、• 述 動 倍 影 般 復 す し  
な せ の せ 餿 物 歸 る 他  
る る 形 う あ 價 す に の

艰
め
ん
と
す
る
は
亦
大
な
る
說
な
り 

P
-

變
徳
に
伴
ふ
一
時
的
の
現
象
な
り 

の

：
傾

ぁ

り

。

::
'

唯 
>物
«

の

變

®

急

激

な
 

所
得
の
剧
合
に
減
少
す
る

5

ぁ
-̂
と 

於
て
は
假
令
ひ
特
に
人
爲
的
施
設
を 

る
も
の
な

b

。
而
し
て
所
得
狀
漉
一 

は
高
位
に
歸
珩
す
る
も
將
た
又
低
度 

る
こ

^

な
し
。
例
令
ば
今
日
の
物
似 

マ
し
せ
ば
芥
人
の
生
活
に
は
何
等
刺
輊 

乙

ビ
の
み
。
騰
貴
に 

上

.0
不
權
、衡

は

«

〒

從
其
變
動
の
勢
急
激
な
ら
す
從
つ
て

笫：八鉞
 

^

も如勢 
平 き の  
時 所 進  
に得行  
於 分 中  
て配.の

.
物
價
騰
潰
杧 

o

芥
«
職
業
の 

る
圾
合
に
於
て 

雖
も
此
一
時
的

11
]

«>
る

こ

、、し
な

度
平
衡
狀
態
に 

に
歸
着
す
る
も 

ニ
倍
せ
り
と
す 

す
る
所
な
か
る 

あ
れ
將
た
下
落 

の
經
濟
刺
度
：に

.

;物 
資 
醐 
給 
上 
0 
失
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ft
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給
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失

找

 

第

八

铖

 

六

所

得

の

變

動

亦

略

d

れ

に

隨

從

す

る

を

得

て

著

し

く

世

人

の

—

韋

を

蓀

か

ざ

る

な

K

V

O

一 

般 

坐

活

の

安

靜

と

い

ふ

見

地

よ

h

ノ

し

て

物

價

の

激

變

5 :
避

ィ

る

の

必

喪

な

る

は

吾

人

亦

之

を

認
 

む

る

に

躊

躇

せ

す

と

雖

も

、

一

般

的

生

活

雛

の

救

濟

ビ

い

ふ

見

地

よ

ぅ

，

偕

の

調

節

を

云

爲

す
 

る

は

吾

人

其

理

由

を

.
解

す

る

に

，
苦

，

ま

ざ

る

を

得

ず

。：

 

- 

「

何

れ

，

の

社

食

に

せ

よ

一
般

的

生

活

難

.
の

事

，
實

あ

ぅ

w

せ

ば

を

は

物

®

の

高

低

如

何

に

在

‘
ら 

f '
v

て

物

資

の

不

足

に

外

な

ら

ず

。

物

資

”
般

に

缺

乏

し
、從

つ

て

各

員

に

配

給

す

可

&

貨

物
 

の

數

量

.

過

少

な

る

i

假

令

ば

最

近

の

歐

洲

諸

國

に

於

け

る

が

如

く

な

る

に

於

て

は

物

價

如

何

 

に

廉

な

ぅ

w

す

る

：
も

社

會

各

員

二

般

の

生

活

は

非

常

の

困

難

な

ら

ざ

る

を

得

す

。

一

般

的

の
 

，

生

®

®

離

w

は

蓋

：
し

斯

；
る

場

合

を

い

ふ

に

外

な

ら

ざ

る

可

し

。

果

し

て

然

务

ビ

せ

ば

生

活

g

 

緩

和

の

方

策

は

物

價

の

引

T

に

非

ず

し

て

供

給

の

增

加

に

待

た

さ

る

可

ら

す

。

而

し

て

社

會
 

、

全

般

0

:上

よ

P

舰

れ

ば

供

，

給

の

增

加

は

結

局

國

民

經

濟

場

裡

に

於

け

る

生

產

の

增

加

に

待

ぬ

 

ざ

る

可

ら

.
ざ

る

が

故

，
に

、
生

®

難

問

題

は

畢

竟

生

產

»

加

の

問

題

ビ

爲

ら

ざ

る

を

得

ざ

る

な

り

。

 

;

然

り

而

し

て

生

逄

；增

；加

：
の

*

策

| ^
の

增

加

等

數

へ

來

 

れ

；
ば

®

令

あ

る

可

し

ビ

雜

も

、

r

言

以

て

之

を

盡

せ

ば

生

：
靡

費

を

節

減

す

る

に

在

b

o

生

產

费

の

節

減

、
詳

.
言

す

れ

ば

從

'
來
，
よ

り

も

少

な

き

資

本

勞

力

の

失

養

に

依

ぅ

て

從

來

ビ

同

量

同

質

の

 

貨

物

：
を

生

產

す

る

て

と

は

、
他

の

1

:
面

よ

ぅ

觀

れ

ば

從

來

ヒ

同

一

の

勞

カ

及

び

資

本

に

依

&

て 

從

來

よ

.C
V

も

多

量

の

貨

物

^

生

產

し

得

'

る

こ

と

な

り

。

即

ち

若

し

或

貨

物

の

生

產

に

於

て

從
 

來

X 
hy 
4
0多

少

の

勞

.
カ

文

は

資

本

を

節

し

得

た

ぅ

ビ

せ
ば
、
爲

R

餘
剩

S
爲

れ

る

其

勞

カ

叉

は
 

i

l

は

之

I

囊

物

の

I

 

て

其

供

給

を

潤

f

ら

し

む

る

を

得

可
 

く

將

た

或

は

之

を

他

0

新

货

物

の

生

產

に

利

用

す

る

を

得

可

く

、
何

れ

に

し

て

も

其

結

果

は

國
 

ハ

民

經

；濟

藤

裡

に
於

け

，る

貨

物

)

供

.
給

の

潤

澤

を

加

.
へ
.
其

生

活

雛

を

緩

和

す

る

に

至

る

可

き

訐

箅
 

.
な

り

。

斯

る

節

約

：が

_

く

各

齑

業

各

方

面

に

行

：

は

る

>

こ

七

愈

廣

§

に

從

ひ

其

の

國

民

生

活
 

に：

：
資

す

る

こ

e

の

益
：
：

大

な

る

可

き

は

復

た

多

言

を

®

せ
'ず
。

技

術

の

改

良

ビ

い

ひ

、

勞

働

耝

織
 

の

改

善

ビ

い

a

»

寬

す

る

に

何

れ

も

0

生

產

盛

節

約

を

促

し

て

國

民

生

'
活

の

向

上

に

資

す

る

 

も

の

に

外

な

ら

ざ

る

.
な

b

o

 

V

tt
i

是
«

之
生
活
難
を
緩
和
す
る
の
途
は
社

#

全
般
よ

-
c
sfe
る
も
個
人
の
場
合
と
等
し
く
可 

及
的
無
用
の
失

®

?:
節
約
し
生

.產
费
を
低
.減
し
て
生
產
の
增
加
を
計
る
の
外
な
き
を
知
る
可

し

。

.
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^

^
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論
餽
物
资
驟
上
の
先
锻

 

第
八
双
八

• 

U

併
し
生
産
に
は

ri
l

來
二
様
の
意
_
あ
り
從
つ
て
所
謂
る
生
產
费
も
亦
ニ
隨
に
懈
释
せ
ら
る 

.
: "
を
免
れ
ず
。

.
世
間
，普
狐
め

.解
：驛
に

;1
«

れ
ぱ
：生
產
と
は

_

稃
の
物
質
：

2

人
カ
を
加
へ
て
漸
な 

:

■

;
る
#

物
を
逄
出
す
る

乙
ビ
即
ち
學
者
の
所
謂
る

/技
術
的
生
產
の
義
に
し
て
、例
令
ば
農
林
業
者 

,'
•

'

■

又
:«
土
讀
家

.
の
生
逄
の
如
く
相
當
の
勞
カ
，に
依
ヵ
爽
然
物
を
梂
取
す
る
か
又
は
從
來
旣
存
の

#

;f>」

ロ
ポ
質
又
は
矿

0

を
興
に
：せ
る
貨
物
を
產
出
す
る
に
非
ざ

.れ
ば
之
を
生
產

^
> 
^
ふ
こ
ビ 

•'
.
衣
'き
も
、细
る

*

;®
叉
は
新
品

_質
，新
形
體
の

.產
出
あ
る
以
上
は
其
效
用
又

：

は
價
倣
の
之
か
爲
に 

•■
猶
伽
せ
る

w

否
ど
に
論
な
く
等
む
く
之
を
生
產
ビ
稱
す
る
な

b

。
此
意
味
よ
&
す
れ
ば
技
術 

:

,

的
生
產
に
從
事
せ
る

:*
即
ち

"農
業
洛
、工
業

;#
鑛
山
業
の
在
産
は
.即
ち
眞
正
の
生
產
に
し 

一
て
コ

4

產
に
聋
せ
る
次

t

は
等
レ

：
く

之
^

生
遞
激
ど

«

す
る
を
得
可

:&
飞
商
人
’述
輸
槳
者
等 

の
如
く

®

に
：牌
存
貨
物
の
配
給
：の
み
を
事
ヒ
す
る
當
業
者
の
行
爲
は
生
遮
行
潙
に
非
ず
、從
つ 

.

.

.て
典
失
费
も
亦
生
產
费
に
非
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
經
濟
上
よ

6

觀
る
時
は
，生
產
と
は

K

1

の
 

_

出
X

は
增
力
の
義
に
外
な
ら
ず
。
蓋
し
經
濟
上
の
目
的
よ

A

吾
人
が
生
產
を
營
む
は
畢
竟 

*

濟
±

に
於
け
る
激
用
即
ち
價
値
ぁ
る
物
を

#

ん
が
爲
に
し

.て、此

[1
:値
の
產

J1
な
き
以
上

^

k
:
♦
次
吾
、
に

R
 C

V
V

条
く
無
爾
の
も
の
な
れ
ば

«
九

.
免
何
に

#

異
~新
奇
の
.物
を
康
出
し 

穴
り
ビ
て
其
物
が

@

人
の
欲
肇
滿
足
增
進
の
生
に
何
等
の
資
す

^

所
な
.き
に
於
て
は
吾
人
の 

物
®

的
享
樂
は
爲
に
何
響

.

.の
得

^

所

,*
く
從
つ
て
其

*

出
は
經
濟
上
全

X

失
敗
た
る
.を
免
れ 

ざ
る
な

i

然
り
而
し
：て
：

'此
葸
睐
ょ
：り
す
れ
ば
農
土
業
家
の
生
產
：の
生
產
た
る
は
勿
論
商
業 

家
運
輸
業

■者
等

^
.配
給
作
用
も
亦
等
し
く
生
康
た
る
な

&

o

蓋
し
農
業
家
が
土
她
に
勞
力

'5
: 

•加

;へ
.
て
農
作
物
の

'成
育

^:
|助
提

.し
’家
畜
の
蕃
殖
を
助
成
す
る
も
價
爾
を
產
出
す
る
所
以
な
れ 

tf
'

x

0

0

か
旣
存
：の

®

物
に
勞
カ
を
加
へ
，て
新
な
る
物
、品
を
製
造
す
る
も
價
値
を
逄
出
す
る 

所
：以

«

、る

ビ

等

し

く

、運
»:
槳
潘
が
甲
地
ょ
り
乙
地
に
貨
物
を
.運
送
す
る
も
價
値
を
增

郁

す

る 

Ff
以
、而
し
て
商
業
家
が
®
値
少

//

き
時
又
は
揚
所
に
牡
入
れ
て
價
値
多

.&
時
又
は
場
所
に
之 

を
嚮
き
以
て
其
價
値
を

*

大
す
る
も
亦
等
し
く

M

値
を
産
出
す
る
所

.a

な
れ
ば
な
ぅ
。
從

0 

て
經

»

上
に
於
て
は

.
0
送
業
の
要
求
す

る

運
賃
も
將
穴
又
商
業
家
の
要
求
：す
る
賣
質
手
數
料 

典
他
の
利
澗
も

«

夫
：又
は
江
業
勞
雜
の

.
勞
鈒
ビ
等
し
ズ
迚
產
養
の
：

I

部
を
構
成
す
る
も
の
穴 

る
な

h
-
o

取
に
生
產

«
•と
い
へ
ば
世
人
は
通
例
技
術
的
生
產
の
朱
毅
即
ち
農
エ
業
等
技
術
的
生

«

の

第
十
三
怨

(

九
六
こ
論

0

物资舰給上の失赀
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:

輪
：
'
V說
' 

饔
挪
給
上
の
失

^
:

當
：業

著

が

其

生

産

の

’
爲

に̂

出
す
る
經
費
の
み
を
聯
想
す

る 

節
減
を
攻
究
す
る
に
際
し
て
も
主
ど
し
て
此
種
の
經
费
節
約 

技
術
の
改

-
H
日

べ

機

械

の

，改
_

日
<:
勞

働

著

の

能

率

增

進

，日 

的

エ
«
管
理

、日

く

農

產

物

.品

種

の

改

良

、其

他

生

產«

節
減
の 

の

多

•く

は

此

技

術

的
.生
產

«

の
.
節
減
に
關
す
る
も
の
に
係
れ 

J

般
的
生
活
難
緩
和

0'
手
段
と
し
て
此
鍾
生
産
費
の
節
約
の 

も
，然
か
も
是
れ

®

俗
の
所
謂
る
生
產
者
の
見
地
ょ
ぅ
觀
た
る 

れ
ば
技
術
的
生
產
，の：當
寒
.者
が
如
何
に
し
て
他
の
同
業
者
に 

を
锻
し
得
可
き
か
ビ
い
ふ
見
地
ょ
り
留
意
攻
究
せ
ら
る
可
き 

の
物
資
を
潤
滞
に
享
受
し
得

「

可
き
キ
 

ょ
6

留
1

笫

八

號

1

P

.

 

の
風

f

e

A

V

O從
つ
て
生
産
機
の 

に
留
意
す
る
の
傾
あ
日
く 

く
作
業
組
織
の
改
善
、日
く
科
學 

方
策
ど
し
て
唱
導
せ

&

る
、

4 

る
は
即
ち
之
が
爲
な

6

。
而
し 

至
要
な
る
は
®
た
論
な
し
と
雖 

生
產

#

の
問
題
な

6

。
詳
言
す 

饞
越
し
競
带
場
裡
に
於
て
優
勝 

問
題
な
り
。
如
何
に
し
て
所

® 

せ
&
る
、
の
問
題
に
非
ざ
る
な

,

生
活
の
雛
易
如
何
は

>

ふ
迄
も
な
く
生
產

«

ビ
し
て
の
間
題
に
非
ず
、消
费
卷
と
し
て
の
問 

題
な
り
。一

: :
沿
獲
の
用
；に
供
し
得
可
き
貨
物
の
®
富
な
る
や
否
や
の
間
題
な

b

。

S

幣
听
得
を 

1

定
せ
る
名
の
と
し

「

て：之
を
舰
れ
ば
如
何
に
し
て
所
要
の
物
資
を
廉

®

R

潤
澤
に
享
受
し

t

可
き
や
の
間
題
な
ぅ

°

極
言
す
れ
ば
消
費

*

W

し
て
の
貨
物
享

#

の

费

用

即

ち

經

'濟

的

生

產 

t

.
の
.多
輝
如
何
の
：問
題
な
り
。
然
る
に
消

®

孝
の
見
地
ょ
り
す
れ
ば
技
"術
的
生
產
の
生
產
費 

.は
勿
論
、技
術
的
生

a

業
.

^
の
收
受
す
る

.利
S

も
、
^;
生
at
^

x

b
之
を
購
入
す
る
間
に
要
す
る 

各
秫

0 *
失
®

即
ち
運
，賃
：及
び
幾
多
の
中

.間
商
人
の
收
受
す
る
，手
數
料
並
に
：利
潤
も
等
し
く
楚 

.rl
生
產
费
な

b

o

換言すれば得るに要する失

#

な
り
。
故
に
技
.術
的
生
産
の
费
用

如
何
に
節
減
せ
ら
れ

*

ぅ
と
す
る
：も、若
し
其
：

1

方
に
於
て
生
產
者
ょ
り
消
费
潘
に
達
す
る
問

.

..

-

.

 

.

... 

- 

:
 

.
、

に
要
す
る

.所
謂
る
配
：給

0
.經
兹
の
節
省
せ
ら
る
、
乙
ミ
な
き
か
若
し
く
は
却
つ
て
興
坩
加
を 

見
る
が
如
き
こ
ミ
ぁ
る

「

に
於
て
は
、生
產
費
節
畨
の
效
果
は
必
ず
し
も
大
に
悄
费
潘
を
利
し
其 

生
活
を
緩
和
す
る
の
效
果
ぁ
る
も
の
に
非
す
。
殊
に
近
世
の
經
濟
界
に
於
け
る
が
如
く
生
產 

溝
S

消

#.
潜
の
關
係
甚
だ
し
彳
疏
隔
し
て
其
楠
幾
多
の
仲
介
商
人
の
媒
介
を
.要
す
る
の
有
様 

な
る
に
於
て
は
、

»

、も
す
れ

«

技
術
的
生
產
費
の
節
減
に
基
づ
く
生
産
地
原

®

の
低
落
の
利
益 

♦か
殆
ど
仲
問
商
人
に
吸
收
せ
ら
れ
て
復
た

«

も
消
費
者
を
利
せ
ざ
る
に
茧
る
の
危
險
な
&
に 

非
ず

。

f

 

®
 

^
 

®
 

^
 

®
 

0 

^
 

^
 

 ̂

^

 

し
く

.
否
な
幾
多
の
場
合
に
は
後
潘
ょ
り
も
遙
に
踅
大
な
る
利
寄
の
關
す
る
所
な
り
。
然
る
に 

第
十
三
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論
就
物
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上
の
失
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論

.视

物
議
給
上
必
失
役

 

一二
 

最

®
生

活

雛

の

聲

都

鄙

に

--
1

!
1̂
き

に

枸

ら

ず

、
世

A
の

注

意

の

獨

6

主

ビ

し

て

勿

：

S
旖

赴

少

即
 

S

上

に

注

が

れ

て

极

た

此

の

經

贺

節

約

の

方

面

に

留

意

す

る

者

甚

だ

中

な

き

は

® 

\ 
る

货 

と

せ

さ

'.
/
を

ず̂
。

.世

人

の

注

寧

斯

の

如

ぐ

不

充

み

な

る

ば

抑

も

其

問

題

の

今

日

新

に

注

炮
 

る

に

非

ず

し

て

常

住

的

の

問

®
な

る

に

依

る

か

、
將

た

或

は

此

方

®

に

於

け

る

經

機

に

著

し

き
 

節

釣

の

餘

地

な

し

と

認

め

た

る

に

依

る

か

。，
若

'し節
約

の

縣

地

な

し

ざ

勰

め

た

り

ど

せ

ば

S 

乂

又

何

を

力

云

は

ん

。

«
住

的

の

問

題

な

る

，
が

故

;]
:深
く

攻

海

す

:6

に

M
ら

ず

ビ

い

は

C啓 

入

は

一

部

階

級

.の
1

時

的

生

銜

雛

の

原

因

ぬ

る

物

. ®
を

鯛

節

し

て

一

僻

的

の

漱

濟

を

就

む

る
 

i 

^
も

一

般

的

^
r
!
¥
»

0

:fe
A
的

原

因

为

る

高

生

產

费

を

'®
i
約

す

る

方

策

の

硏

货

は

社

會

全
 

/&
の

^
]:
巡

に

©
要

な

る

次

第

?:
カ

說

せ

る̂

を

得

ざ

る

3 :
\̂。

-

■ :
:;
: 

E
 

^

货
物
：配
給
上

' 0
«

盤

冲

墟

：輸
：に

栗

す

^

經

费

殊

に

鐡

遒

汽

船

等

の

運

避

に

支

拂

は

る

、
經 

®

は
其
®

際
の
失

^

大
略
外
部
に
知
悉
せ
ら
れ
、»
論
及
び
國
家
の
號
督
嚴
な
る
も
の
あ
る
が 

上
に
之
を
和
用
す
る
商
人
：の；競
#
は
自
ら
之
を
典
實
際
の
失
費
に
近
か
ら
し
む
る

4

の
あ
ぅ
。
 

:

從
つ
,て

3 *

菸
狴
は
告

:|
1

,

:の
.
技
，麵
及

^

資
本
の
力
の
許
す
最
低
限
度
に
近
き
の
.常
に
し
て
、其
間

の M

■
■:
.
:
.;::
:
. 

-
I
:'-;

〜

■
:

:
ン

.

.
分
. 

.

.

.

傲
ぬ

^

ぐ
の
節
約

.
を
許

^

^

る
，の
狀
あ
ぅ
。：
若
し
此
方
面
に
於
け
る
節
終
の
餘
地
あ 

ば
與
常
の
時
變
に

$

-

づ
く
異
觉
な
る
運
_
»
»
缺
乏
の
場
合
は
兎
に
灼
其
他
の
場
合 

:

:

は
一
般
に
交

P

機
關

0 .

完
備
：に

# '

つ

の

外

な

く

、運
輸
業
•者
の 

丨
て
之
を
節
す
る
の
餘
地
は
.頗
る
狹
少
な
る
の
觀
な
き
に
非
ず 

.

.
'.
I

.

#
す
，る
配
給
上
の
失

t

即
ち
商
人
が
甲
地
に
買

a

て
こ
地
に 

の
時
に
賣
却
す
る
其
間
に
收
む
る
利
益
ば
廳
る
莫
大
な
る

も 

:
:
'
に
喪
す
名
實
費
の
额
甚
た
木
明
確
に
し
て
消
#
著
の
見
地
ょ 

■
餘
ル
の

M

る
大
な
る
も

.
の
^

る
■
を

. ^

え
し
む

。

.

商

人

の

見

地

ょ

り

觀

れ

ば

或

は

.
日

は

ん

此

秈

潤

は

貨

物

.
の 

を

壻

せ

る

の

龉

果

に

し

て

、
興

結

果

•
を

收

む

る

は

鹰

エ

業

者

が
 

M
果

を

收

む
る
ビ

何

等

興

な

る

所

な

し

。

效

用

を

增

進

せ

し
 

む

る

は

決

し

て

不

當

.

.
，
の

利

益

藤

斷

に

非

す

、
効

用

の

增

加

あ

れ

ば
 

し

て

商

人

に

利

益

を

#'
せ

し

む

‘
な

れ

。

商

人

办

利

益

は

他

の
 

用

を

.
增

加

せ

る

に

對

す

る

社

會

の

報

酬

な

ゲ

。

特
に
.他

の

®
業 

:第
±-
1
1
觀

_

(

九
六

1

> 

'
論

耽

.
物
賢
削
絡

.-Ho1

失：
製
：

收
受
す
る
運
货
與
物 

と
雖
も
、商
人
が
利
涧 

り
又
は
甲
の

S

に 

あ
る
の
觀
あ
る
に 

觀
れ
ば
其
間
節
宵

め 旣 場 b

た存所  
るの又  
當物 は  
事货.時 
潘 のを 
が 效 變  

用じi
、

TTi

こ
そ
_
質
者
は
高 

生

產

：
密

の

收

A
ど 

從

事

^
の
利
得
ヾ
し 

锻

A锨

こ を し に 益 淋 31： 得 ら ひ し 低 に ！> 
一 區 < 1® を し 效 可 す 、て て 減 於 ^

別 效 入 收 M 用 き 之 乙 收 し て せ
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四
 

す
る
の
理

tf
l

あ
る
な
し
。
然
る
に
獨
り
此
利
益
に
對
し
て
過
大
の
非
雛
を
加
へ
之
が
節
約
を 

叫
ぶ
.
は
典
當
を

#

ず
.

實
に
其
言
の
.如
く
商
入
の
利
翁
が
»
行
誇
に
基
づ
く
效
用
壻
邶
に 

對
す
る
社
會
の
報
酬
な
る
は

^

論
、消
費
容
が
此
效
用
增
加
に
對
し
て

1 1

生
產
锻
以
上
に
支
.拂 

ふ
：を

辭

せ

ざ

る

所

以.
な
ヾ
る
ーi

亦
事
實
な

6

V

と
雖
も
、併
し
社
會
全
般

.

ょ
^

v
I i

る
も
將
た
又
消
锻 

者
の
玛
地
ょ

5

:

觀
る
.
.も
：其

.
利
^ |
^

結
局
生
產
费
を
：構

.
成
す
'

る
も
の
た
る
は
復
た
論
を
毁
せ
ず

o

 

而
.

し
' 

て
旣
に
生
库

«
,
,な
る
«

±
可
及
，的
，之
が
節
約
を
謀
る
は
ま
產
增
加
生
活
難
緩
和
の
手
段 

た
る
は
又
疑
ふ
の
餘
地
な
か
る

^

此
生
產
费
の
：節
約
は
勿
論
商
乂
の
利
得
の
減
少
を
意
味
す
る
が

故

に
、斯
る
目
的
に
出
づ
る 

施
設
が
商
人
の
存
立
を
危
險
な
ら
し
む
る
も
の
ビ
し
て
一
部
論
满
殊
に
商
人
階
級
の
反
對
を

. 

受

く

る

は

免

れ

ざ

：る

所̂

る
可
し
ギ
雖
も
、併
し
商
人
な
る
生
產
階
級
は
社
會

1

般
の
經
濟
的 

生
活
.
：
に

取

ぅ

て

絕

：
對

的

に

必

®

不
、可
，缺
の
；喪
素
に
非
す
。

他
に
之
に
代

!)
て
適
當
に
貨
物
配 

給
を
爲
す
の
任
じ
當

 

'る
組
織
だ
に
あ
ら
ば
之
を
缺
く
も
龜
も
支
障
あ
る
な
し
。
唯
<®今
の
社 

會
.

に
於
て
は
他
に
：-

|

層
低
廉
に
其
任
を
果
た
す
の
組
織
な
き 

S
i

故
に
之
を
必
要

r

v

す
；る
も
の
な

b

o

果
し
て
然
ら
ば
此
階
級
の
存
立
に
要
す
る
*
薇
を
可

一，

WBLWWMWJWiM 

層

 

i
s
i
i
y
M
J
M
S
i
i
m
l
i

一
 

■ s

及

的

節

：減
す
る
；
ゆ
，社

會

全

，般

の

見

地

ょ

々

も®

る
寶
利
の
處
餘

<

ぃ
は
ざ
る
可
ら
す
。

a 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

. 

.

.

.

.

. 

. 

‘

.

元
：來
商
人
の
經
濟
祉
會

.に
於
：け
る

.地
位
.は
生
產
激
ビ
消
费
潘
の
問
に
立

' 
ち
て
貨
物
の
配
給

• 

. 

• 

. 

:
 

.. 

, 

• 

• 

■

を
媒
介
す
る

rc
-

?

o
生
，產
考
の
爲
に
は
典
生
産
品
の
販
路
を
求
め
消
_

の
爲
に
は
需
要 

品

の

生

康

溝

供

鈴

者

：を
.求
む
る
に

«

-:
?
)。
"
.
»住
務
は
生
產
券
と
消

■

の.間
を
媒
介
す
る
從 

腸
的
の
も
の
な
卜
。

:'
:

_
に
從

■

的
の
職
務
な
る
以
上

•其
.職
務
當
箏
漭
.の
利
益
の
爲
に
主
客
た 

る
生
產
藉
消
鹊
著
の
利
益
を

_

牲
ビ
す
：

る
：：

は
M

本
に

M

て
誤
れ
り
。
商
人
の
利
益
の
爲
に
配 

給
の
經
殺
を
節
約
す
る
に
反
對
す
る
の
謂
は
れ
な
き
こ
と
以
て
知
る
可

&

な
ら

C

然
れ
ば
往

時
經
濟

.生
活
未
だ
軍
：純
に
し
て
分
：業
の
：發
逄
幼
雅
な
办
し
時
代
に
於
て
は
商
人
の
地
位
は
技

■ 

- 

- 

• 

......
 

•
:
 

.....

術
的
：生
產
業
索
の
下
流
：

^.
置
か

.
れ
、其
利
益
は

.生
產
業
：者
又
は
消
费
者
の
利
益
に
從
鹰
せ
し
め 

ら
れ
：し
な
り

P

然

る

に

分(

業
愈
，進

.み
產
業
の
種
類
益

'

祓
雜
に
赴
を
交
易
の
區
域
及
び
數

f
i
 

愈
<

«
大
す
る
に
及

v

び
—

者
ヒ
其
の
生
逄
物
終
局
の
購
買

*

即
ち
消
顧

#

ビ
の
關
係
は
愈
，！隔 

離
し
て
其
間
事
情

0

疏
通
殆
ど
全
く

 

®
 

S爲
る
に

.
至
り
、此
に
典

.間
を
媒
介
す
る
：商
人
の
地 

位
は
叙
く
益
ゝ
重
要
な
るi

の
ビ

爲
b

終
ル

p 
C

蓋
し
禅
心
生
員
に
從

_

す

る
坐
產
業
者
は
多
，
 

ぐ
自
ら
其
生
産
物
の
販
路
を
明
確
に
知
悉
す
る
の

,

な
<

M

路
の
狀
勢
は

.殆
ど
全
く
商
人

R
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號

T
パ
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:

:

'.
...
..
 

.

.

.

.

.

.

.

.

 

‘
 

i
 

■
,

.......
 

..

.

叩
ふ
の
外
な
き
の
結
果
、生
産
の
方
針
數
最
等
殆
ど
悉
く
商
人
の
注
窓
注
文
又
は
稆
揮
ロ
侬
り

て
決
定
す
る
に
至
れ
な
と
共
に
、

®

費
# .
レ

亦
“其
希

0

物
品
の
生
產
者
供
給

#

の
何
れ
に
在
る

や
を
詳
に
す
る
の
途
な
く

 

T

に
其
佻
給
を
商
入
に
仰
ぐ
に

'
至
り
て
、商
人
ば
此
に
消
費
潜
の

®

費
方
’

針
を
、
或
る
程
度
迄
之
を
左
右
し
得
る
こ

e

、
爲
れ

‘

な
办
。
即
ち
本
來
從

/ «

的
地

%

に
あ
る
可
き
商
人
は
需
喪
者
版
給
者
双
方
の
事
情
に

|
g
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